
第６学年 国語科学習指導略案 
 

指導者  黒政 東彦 

 

 

１．単元名  詩の世界に浸ろう  船／りんご 

 

 

２．ねらい 

○詩の表現を味わい，作者のものの見方や感じ方について感想をもつ。（関心・意欲・態度） 

 

 

３．本時の展開（１／２）              児童数 男子１０名 女子１３名 計２３名 

  ・詩の発想のおもしろさや表現の巧みさを自分の言葉で表したり，楽しく音読したりする。 

学習活動 センター指導主事の支援 

１．本時の課題をつかむ（５分） 

詩のイメージを 

ふくらませてみましょう 

 
 
２．作品世界のイメージを広げる 

・船を音読する 
（個・一斉） 

・視写し心に浮かんだイメージを 
書き込む 

 
３．作者の発想について意見を出し合う 

・連想や発想を自由に出し合う 
（グループ・センター指導主事） 

・連想や発想を自由に出し合う 
（一斉・センター指導主事） 

 
４．音読する 
  ・広げたイメージが表れるように音読 
    （臨席ペア） 
 
５．総合教育センターの先生のお話を聞く 
  ・学習を行って気付いた点など 
 
６．学習を振り返る 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童の質問に答える 
 
 
 
・お互いの意見が認めあえるように，児童の考

えや発想についてアドバイス・称揚する 
 
 
 
 
・音読の様子を聞き，評価する 
 
 
 
 

 


